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　私の尊敬する人は母です。父は土木工事で全国を渡り歩いて
いて、稼ぎは自分の趣味に全て使ってしまい、家には帰って来ま
せんでした。私は母親の稼ぎで育てられました。早朝から夜中ま
で、岡女寿司と云う寿司屋を切り盛りしていました。
　愚痴を云うことも無く愚直に家族の為に黙々と働き続ける母
は、とても頼もしく見えました。働く事の大切さ尊さを、体を張っ
て僕に教えてくれたのだと思っています。

西郷隆盛
　幕末に多大な影響を与えた人物で政治家でもあり私の尊敬す
る人物、目指す人物です。
　最後は自決してしまいますが、もっと長く生きて居て頂けたら
日本がもっと変わっていたのではないかと思います。「敬天愛人」
と言う言葉を残されています。この言葉を私のあるべき姿と捉え
て自分の考え方の中心にしています。

天理教愛町分教会初代会長関根豊松
　天理教の史上有数のカリスマ性があったとされる人物。7歳頃より天理教の教
会に通うようになり、家庭よりも教会との方が多く過ごした。
　15歳で天理教の講社に加入して18歳から天理教の教会に住み込んで布教に専
念する。21歳の時には手でさすっただけで病人が治ると有名であった。40代まで
東京で活動していたが、一家で東京から愛知に移住して愛知で単独布教をする。
愛知に移住して3年後には愛町宣教会を設立。
　それからさすらなくても祈るだけで病気を治したり、人の過去未来も見通す力
や予知能力も身について、どんな病気も治す生きる神として教団内だけでなく中
部地方の全県で有名な存在となった。



本日のプログラム 幹事報告

委員会報告

6月 11 日卓話

例会・事業活動のスケジュール

新会員紹介

司会進行　西山隆志副幹事
  1. 開会点鐘　　　　　  　　　       竹中道明会長
  2. Rotary Song 斉唱  国歌・奉仕の理想・四つのテスト
  3. 会長・幹事バッジ交換
  4. 新会員紹介　　　　　　　　    竹中道明会長 
　　（株）アミックスコム 営業部チームリーダー 安藤満秋君
  　（株）松井急便   代表取締役  松井善行君
  5. ニコニコ発表   　　　　　   管理運営委員会
　  ニコニコ金額          □ 前回の投函額      40,000円

　　　　　　　   □ 前年度累計額   830,000円
  6.  幹事報告・委員会報告
  7.  会員の広場
  8. 会長就任挨拶・会長方針発表   　   竹中道明会長
  9. 副会長・幹事就任挨拶
　　　　　   　   　高木應浩副会長　樋口義成幹事
10.閉会点鐘                                             竹中道明会長

【2024年7月】
  9日（火）通常総会  役員・理事就任挨拶  理事会
16日（火）祝日のある週のため休会
23日（火）夜間例会 18:30 Ristorante Suolo
27日（土）ロータリー財団研修セミナー 12:30 岐阜GH
28日（日）クラブ研修リーダーセミナー 11:00 名鉄GH
【2024年8月】
  6日（火）小木曽順務ガバナー補佐訪問
　　　　 クラブアッセンブリー13:40 旅館いち川
13日（火）祝日の週のため休会
20日（火）家族会 11:30 澄ヶ瀬やな
27日（火）卓話  丸山善雄恵那警察署長  理事会　

     会  員  名　安藤 満秋君
事 業 所　      株式会社アミックスコム
役      職　営業部チームリーダー
職業分類    情報・通信業
所   　 属　組織強化委員会

    会  員  名　松井 善行 君
事 業 所　      株式会社松井急便
役      職　代表取締役
職業分類    運送業　
所   　 属　組織強化委員会

この先どうなる？ 外国人制度  技能実習制度の廃止  
新制度『育成就労』について                       市之瀬隆君
1. 日本の労働人口の減少
　2065年までに日本の労働人口が35.8%減少するこ
　とが予測されている。
2. 技能実習制度の廃止理由
　技能実習制度は国際貢献の意味が強いが、実態と
　しては多額の借金や低賃金、賃金未払いなどの問
　題があるため廃止される。
3. 新制度の導入
　新制度では人材確保と育成が主な目的となり、技
　能実習制度から育成就労制度に移行する。
4. 転籍の可能性
　新制度では一定の条件を満たせば転籍が可能と
　なるが、日本語能力や技術の基準が高く設定され
　ている。
5. 外国人の権利保護
　管理団体が管理支援機構に名称変更され、許可の
　取り直しが必要となる。労働基準法の遵　守が強
　化される。
6. 特定技能への移行
　技能実習生から特定技能への移行がスムーズにな
　るように制度が統一される。
7. 不法就労の厳罰化
　不法就労助長罪の罰則が強化され、外国人の在留
　カードの確認が重要となる。

○

○

本日18時00分より旅館いち川にて、新旧合同理事
会を開催。新旧役員・理事の皆様よろしくお願いい
たします。

クラブ広報委員会
今年度ウィークリーに投稿いただきますテーマは
『尊敬する人』です。委員会より、皆様へ原稿依頼を
しますのでご協力よろしくお願いいたします。
管理運営委員会
7月23日開催の夜間例会ですが人数把握、バス等の
手配がありますので、早めの出欠返答をよろしく
お願いいたします。

○

あんどう みつあき

  まつい  よしゆき



「新紙幣につきまして」　　　   　　　　家田　博君
新紙幣は7月3日に発行されますが、各銀行の支店に
新紙幣が届くのが数日後であることをご承知おきく
ださい。例えば1万円札100枚の100万円両替するには
大垣共立銀行では550円の手数料がかかります。多
額の現金を手元に置くのは大変危険です。必要最小
限にして現金以外の金融商品等、信頼のおける金融
機関へお預けされることをお勧めいたします。

2023-24年度活動報告」　　　   河野裕仁幹事
篠原一行ガバナー（多治見リバーサイドRC)
丸山充信ガバナー補佐（中津川センターRC)
入会者は安保浩也君・柘植麻美君・高畑悠佑君・田中
孝夫君、退会者は坂賢二君
〇会長・幹事のダンボールメーカーをイメージした活
　動計画書のカラー（茶？ダンボール色？）
〇例会前の昼食、ウィークリー投稿『わが社の強み・
　弱み』で会員企業を知る
〇ハワイ・マウイ山火事2,000ドルを寄付
〇参加者17名パールリッジRC訪問等他

8. 育成就労のメリットとデメリット
　メリットとして長期的な雇用が可能になり、日本語
　能力のある人材を確保できる。デメリットとして転
　籍の可能性や給料水準上昇がある。

今日は、いよいよ今年度最後の通常例会となりました
。古山会長から引継ぎ「もう1年か?」と考えると、時の
速さを感じずにはいられません。本日例会の最後は
、会長幹事より1年を振り返りみなさんへのお礼も込
めて今年度の活動報告を簡単にさせていただきます。
今年の活動の特徴などをお話しながら、その理由や
結果、感想などを踏まえて次年度、次々年度への参考
になればと思います。あっという間の1年間でしたが、
みなさんの満足のいく活動ができたかは未知数です
が、楽しんでいただけたのではないか?と自負してお
ります。本当に1年間お世話になりました。ありがとう
ございました。
＊市之瀬隆君
本日卓話をさせて頂きます。難しい話しになるかも分
りませんが、なるべく分りやすく話しをする予定です。
よろしくお願いします。
＊家田　博君
結婚記念日のお花ありがとうございました。妻からは
、ロータリークラブさんからはもらえるけどあなたか
らは何もないねと言われてしまいました。
＊井口享久君
ホ ヴァン フォン君、恵那ロータリークラブにようこそ
。市之瀬社長にしぼられて、しっかりとしてきましたね
。また、台北の中原ロータリークラブに行ってきまし
た。すばらしい交代式でした。
＊松田　翼君
本日今年度最後の通常例会です。皆様ありがとうご
ざいました。残すは20日の最終夜間例会となりまし
た。20日もどうぞよろしくお願いします。なお、本日申
し訳ありませんが、所要により早退します。
＊坂賢二君
いよいよ最終例会となりました。会長幹事の方 ご々苦
労様でした。毎月の夜間例会、親しみやすかった髙木
会長のスピーチ等楽しい1年でした。さて、私事、恵那
ロータリー在籍24年となり、充分恵那ロータリー色も
体に染み込んできたところですが、健康にやや不安を
抱え、今年度で退会とさせていただきます。長年にわ
たり大変お世話になり、ありがとうございました。皆
さんお元気で。

中津川センター
土岐
多治見リバーサイド
多治見
多治見西
中津川
瑞浪 7/12•26•8/9•23 移動  8/16 休会
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7・8月の他クラブ移動例会開催日程
7/22 移動  7/29•8/12•19 休会  

7/16•8/27 移動  7/30•8/13 休会  

7/18•8/15 休会 
8/1•8•15•22•29 移動

ニコニコボックス
＊会長 髙木良直君 / 副会長 高樋雅貴子君 / 幹
事 河野裕仁君


